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論 文 要 旨
日

論 文題目

亜熱帯島嶼地域における地震防災を対象とした地震動特性評価に関する研究

ー沖縄県を事例として一

平成 7年 1月17日に発生した阪神・淡路大銀災は， 6400名余の犠牲者を出すなど甚大な被害をも

たらし，地毀防災に関連する科学技術や行政の分野に大きな影密を与えた．特に，活断層に起因する

内陸直下型の地痕を想定した防災対策の必要性が広く認識されるようになり，それに伴って，国の防

災基本計画をはじめ，多くの地域防災計画や都市施設の耐猿基準等の見直しが行われた．その結果，

地域防災計画については，近い将来，ある地域に起り得る地誤動を如何に想定し，被害の規模を考慮

した防災計画を立てるかが重要な課題の一つと認識されるに至った．また，耐緩基準については，構

造物の設計に係る地裳荷重を如何に設定するかが重要な課題の一つとなった．

一般に，地形は，中地形，小地形，微地形，超微地形に分類することができ，その中で微地形は

10l~10lm程度である空間規模の地形と定義される．このことから，島嶼地域における地形は，微地

形を考慮した分類と位證づけることができ，島嶼地域は，微地形が発達した地域と考えることができ

る．また，沖縄県のような亜熱帯地域には，第四紀更新世に堆租したさんご礁堆租物で形成される層

が広く分布する．したがって，島嶼地域地形特性や亜熱帯地域地盤特性に関する梢報を利用した地霙

動特性の把握が望まれる．

また，日本付近では，いくつかのプレートが重合し，複雑な地帯構造となっているため，各地域ご

とに地簾動特性を把握することで，距離減衰式のばらつきを小さくすることが可能となることが報告

されている．また，誤源および伝播特性の地域性も指摘されており，前述の特性を有するような島嶼

地域に限定した観測地毀動に基づく地雛動特性の評価を行うことは，極めて重要であると考えられる．

したがって，地域における詳細な地銀被害予測検討や耐銀設計を行う場合，

①当該地域の地形および地盤条件の把握

②上記①と地窟動特性の関係の把握

が是非とも必要となる．

そこで，本論文は，沖縄地方における上記①および②について明らかにし，現状の設計基準である

道路橋示方書を沖縄県に適用するための留意点および課題について検討し，地粛防災対策に資する基

礎資料を提供する．
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平成7年 1月．17日iさ発生砂だ神戸 '9ぶ淡路大震災は、 64.00名余りの
艤牲者を出すなど、―’地震防災に関連する科学桜術や行政の分野に大きな影
薯を与えた。特にい地域の地盤特性に起因する地震挙動を想定した防災対
策の必要性が広く認識されるようになり、良：、それに伴い国の防災基本計画を
始め、多くの地域防災計画や社会基盤施設の耐震基準の見直しが行われた。
その結果、地域防災計画については•□近い将来関連地域に起こり得る地

震動をどのように想定して被害の規模を考慮じた防災計画を立てるかが重
要な検討課題の一つと認識されるに至った。← ．，・1; 、`
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審査要旨

特に沖縄県の場合、我が国で唯一亜熱帯島嶼地域に属し、その地形地盤

特性は他府県とは著しく異なることから、島嶼地域地形特性と亜熱帯地域

地盤特性に関する情報を包括した地震動特性の把握が是非とも必要となる。

1また、耐震基準については、構造物の設計に係わる地域特性を考慮した地

震荷重をいかに設定するかが重要な課題となる。
本申請者は~. (1) 地震防災、耐震設計に必要な地震動特性に関与する

熱帯島嶼地域の地形及び地盤について沖縄県を事仔
た結果を基に、これらの特性を実用的に評価する手法を提案し、更に、 (2)

これらの特性と当該地域地震動特性との相関を明らかにし、耐震設計地震
荷重の実用評価に一つの指針を与えている。これらの研究概要は以下の通

りである。 • (1) 微地形と動的地蓋り•生の相関
沖縄県の場合、．島嶼地域特有の微地形に関する耐震設計地盤情報が

必要となる。則塚「、・,微地形に対応した動的地盤情報補完手法が必要と
なる。そこで、長ボ、 98 7地点で計測した地形と静的地盤特性値を
統計的に処理し、両者の相関関係を回帰式で評価するごどにより、'1 微

地形の静的地盤特性値に関する実用評価手法を提案した。次いで、得
られた静的地盤特性値と 34地点計測動的地盤特性値の相関をサイス
ミックマイクロゾーネーションマップを用いて回帰分析し、重回帰式

を導出することにより、両者の補完評価手法を提案した。
(2)動的地盤特性と地震動特性の相関了． ．‘ .V :：.し；・ ；． 西 i , 

先ず、 (1)で評価した地盤特性情報と13―2地点で計測じた地震

波を基に、地形特性と地震動特性との相関関係を回帰分析、し｝：i→分析
結果より、地形特性がパラメ・ータとして地雲動特性値回帰式に寄与す
ることを確認した。次いで、この回帰分析結果を利用して、•;：耐震設計
で使用すべき地域地盤増幅度を推定した；？更に、”．彎亜熱帯島嶼地域におI I 

ける微地形を考慮した加速度応答スペクトルと道路橋示方璽に基づく
耐震設計に用いられている震度法の標準加速度応答スペクド）じを比較
し、当該地域における地盤増幅特性を論述した。 ！ 

以上要するに＇、本論文は亜熱帯島嶼地域の地震防災、，耐震設計に必要な

地形地盤特性及び地震動特性に関する実用評価法を提案しゞ計測結果を基
にその有意性を確認するとともに、現行の道路橋示方書によるレヘ）ーレ2面i寸
震設計を当該地域に適用する際の極めて有用な補正手法を提示したもので

あり、 1（1廿誤工学」埼与するところが極めて大きい。：／よって本論文は博土（エ，．
学）の学位論文に値するものと認める。 ．．．`； ］＇/' 

最終試験は論文発表会をもって充てた。本申請者は上記研究内容につい
ょ ・て明快に発表し、質議に対しても的確に回答した。 って最終試験も合格

と認める。




